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庁　
　

　

出
先
機
関　
　

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
訓
令
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
県
職
員
に
よ

る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
解
消
の
取
組
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

障
害
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
機

能
の
障
害
（
以
下
「
障
害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
の

相
互
作
用
に
よ
り
、
暮
ら
し
に
く
く
、
生
き
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
を
い
う
。

二　

社
会
的
障
壁　

障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な

る
よ
う
な
、
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

　

（
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
）

第
三
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
、
障
害
を
理
由
と
し
て

、
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
障
害
者
の
権
利
利
益
を

侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
）

第
四
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
が
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か

つ
合
理
的
な
配
慮
（
以
下
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
。
）
を
誠
実
に
行
い
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除

去
に
可
能
な
限
り
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

２　

県
は
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
的
確
に
行
う
た
め
、
自
ら
設
置
す
る
施
設
の
構
造
の
改
善
及
び
設

備
の
整
備
、
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３　

県
及
び
職
員
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
合
理
的
配
慮
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
権
利
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
合
理
的
配
慮
の
留
意
事
項
）

第
五
条　

職
員
は
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
の
意
見
を
聞
き
、
対
話
に
よ
る
相
互
理

解
を
通
じ
て
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
で
、
代
替
措
置
の
選
択
も
含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

合
理
的
配
慮
は
、
県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
に

同
等
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
が
行
う
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内

容
又
は
機
能
の
本
質
的
な
変
更
に
は
及
ば
な
い
。

３　

職
員
は
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
素
を
考
慮

し
、
具
体
的
場
面
及
び
状
況
に
応
じ
て
、
客
観
的
か
つ
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

事
務
又
は
事
業
へ
の
影
響
の
程
度
（
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内
容
又
は
機
能
を
損
な
う
か
否

か
）

二　

物
理
的
若
し
く
は
技
術
的
制
約
又
は
人
的
若
し
く
は
体
制
上
の
制
約
を
考
慮
し
た
実
現
可
能
性

の
程
度

三　

費
用
又
は
負
担
の
程
度

４　

職
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
障
害
者
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５　

県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
業
務
を
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
委
託
の
条
件
に
、
こ
の
訓
令
を
踏
ま
え
た
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
盛
り
込
む
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

県
は
、
障
害
種
別
ご
と
の
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
並
び
に
ポ
イ
ン
ト
及
び
事
例
を
別
に
定
め
て
例

示
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
例
の
み
に
限

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
事
例
を
踏
ま
え
、
障
害
者
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
、
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
研
修
及
び
啓
発
）

第
六
条　

県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、
職
員
に
対
し
、
必
要
な
研

修
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
研
修
は
、
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
基
本
的
な
事
項
、
新
た
に
監

督
者
（
職
員
の
う
ち
、
部
下
の
職
員
を
管
理
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
職
員
で
、
係
長
又
は
係
長
相
当

職
以
上
の
職
に
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
っ
た
職
員
に
対
し
て
は
求
め
ら
れ
る
役
割
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

３　

県
は
、
職
員
に
対
し
、
障
害
の
特
性
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
障
害
者
へ
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
の
啓
発
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

（
相
談
体
制
の
整
備
）

第
七
条　

県
は
、
職
員
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
の
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
置
く

。
２　

前
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
性
別
、
年
齢
、
状
態
等
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
対
面
の
ほ
か
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
加
え
、
筆
談
、
要
約
筆

記
、
手
話
な
ど
障
害
者
が
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
際
に
必
要
と
な
る
多
様
な
手
段

を
可
能
な
範
囲
で
用
意
し
て
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ

つ
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
組
織
す
る
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
通

じ
て
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４　

県
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
充
実
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
監
督
者
の
責
務
）

第
八
条　

監
督
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
環

境
の
整
備
を
図
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一　

部
下
の
職
員
に
対
す
る
日
常
の
執
務
を
通
じ
た
指
導
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
に
関
し
、
当
該
職
員
の
注
意
を
喚
起
し
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
認
識
を

深
め
さ
せ
る
こ
と
。

二　

障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
相

談
又
は
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
迅
速
に
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。

三　

合
理
的
配
慮
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
部
下
の
職
員
に
対
し
て
、
合
理
的

配
慮
を
適
切
に
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

２　

監
督
者
は
、
部
下
の
職
員
が
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
障
害
を

理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
合
理
的
配
慮
を
怠
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速

や
か
に
、
こ
れ
ら
を
是
正
す
る
措
置
の
実
施
又
は
指
示
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

監
督
者
は
、
前
二
項
の
ほ
か
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
懲
戒
処
分
）

第
九
条　

職
員
が
、
障
害
者
に
対
し
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
障
害
を
理
由
と
す
る
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
、
合
理
的
配
慮
を
著
し
く
怠
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

是
正
す
る
た
め
当
該
職
員
の
監
督
者
が
行
っ
た
指
示
指
導
に
従
わ
ず
、
な
お
態
度
を
改
め
な
い
と
き

は
、
当
該
職
員
は
懲
戒
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

 

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規

則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
の
項
中

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

」
を

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

目
　
　
　
次

訓
　
　
　
令



平成 28 年１月 29 日　金曜日 第３７６３号 増刊①福 岡 県 公 報 ２

　
　
　
　

訓
　
　
　
令

○
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

 

（
障
害
者
福
祉
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
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す
る
規
則
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一
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を
改
正
す
る
規
則

 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）…

…
…
…
…

三

　
福
岡
県
訓
令
第
一
号

　

本　
　

庁　
　

　

出
先
機
関　
　

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
訓
令
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
県
職
員
に
よ

る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
解
消
の
取
組
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

障
害
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
機

能
の
障
害
（
以
下
「
障
害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
の

相
互
作
用
に
よ
り
、
暮
ら
し
に
く
く
、
生
き
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
を
い
う
。

二　

社
会
的
障
壁　

障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な

る
よ
う
な
、
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

　

（
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
）

第
三
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
、
障
害
を
理
由
と
し
て

、
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
障
害
者
の
権
利
利
益
を

侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
）

第
四
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
が
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か

つ
合
理
的
な
配
慮
（
以
下
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
。
）
を
誠
実
に
行
い
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除

去
に
可
能
な
限
り
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

２　

県
は
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
的
確
に
行
う
た
め
、
自
ら
設
置
す
る
施
設
の
構
造
の
改
善
及
び
設

備
の
整
備
、
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３　

県
及
び
職
員
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
合
理
的
配
慮
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
権
利
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
合
理
的
配
慮
の
留
意
事
項
）

第
五
条　

職
員
は
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
の
意
見
を
聞
き
、
対
話
に
よ
る
相
互
理

解
を
通
じ
て
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
で
、
代
替
措
置
の
選
択
も
含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

合
理
的
配
慮
は
、
県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
に

同
等
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
が
行
う
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内

容
又
は
機
能
の
本
質
的
な
変
更
に
は
及
ば
な
い
。

３　

職
員
は
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
素
を
考
慮

し
、
具
体
的
場
面
及
び
状
況
に
応
じ
て
、
客
観
的
か
つ
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

事
務
又
は
事
業
へ
の
影
響
の
程
度
（
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内
容
又
は
機
能
を
損
な
う
か
否

か
）

二　

物
理
的
若
し
く
は
技
術
的
制
約
又
は
人
的
若
し
く
は
体
制
上
の
制
約
を
考
慮
し
た
実
現
可
能
性

の
程
度

三　

費
用
又
は
負
担
の
程
度

４　

職
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
障
害
者
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５　

県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
業
務
を
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
委
託
の
条
件
に
、
こ
の
訓
令
を
踏
ま
え
た
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
盛
り
込
む
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

県
は
、
障
害
種
別
ご
と
の
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
並
び
に
ポ
イ
ン
ト
及
び
事
例
を
別
に
定
め
て
例

示
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
例
の
み
に
限

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
事
例
を
踏
ま
え
、
障
害
者
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
、
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
研
修
及
び
啓
発
）

第
六
条　

県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、
職
員
に
対
し
、
必
要
な
研

修
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
研
修
は
、
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
基
本
的
な
事
項
、
新
た
に
監

督
者
（
職
員
の
う
ち
、
部
下
の
職
員
を
管
理
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
職
員
で
、
係
長
又
は
係
長
相
当

職
以
上
の
職
に
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
っ
た
職
員
に
対
し
て
は
求
め
ら
れ
る
役
割
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

３　

県
は
、
職
員
に
対
し
、
障
害
の
特
性
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
障
害
者
へ
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
の
啓
発
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

（
相
談
体
制
の
整
備
）

第
七
条　

県
は
、
職
員
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
の
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
置
く

。
２　

前
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
性
別
、
年
齢
、
状
態
等
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
対
面
の
ほ
か
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
加
え
、
筆
談
、
要
約
筆

記
、
手
話
な
ど
障
害
者
が
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
際
に
必
要
と
な
る
多
様
な
手
段

を
可
能
な
範
囲
で
用
意
し
て
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ

つ
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
組
織
す
る
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
通

じ
て
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４　

県
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
充
実
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
監
督
者
の
責
務
）

第
八
条　

監
督
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
環

境
の
整
備
を
図
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一　

部
下
の
職
員
に
対
す
る
日
常
の
執
務
を
通
じ
た
指
導
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
に
関
し
、
当
該
職
員
の
注
意
を
喚
起
し
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
認
識
を

深
め
さ
せ
る
こ
と
。

二　

障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
相

談
又
は
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
迅
速
に
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。

三　

合
理
的
配
慮
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
部
下
の
職
員
に
対
し
て
、
合
理
的

配
慮
を
適
切
に
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

２　

監
督
者
は
、
部
下
の
職
員
が
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
障
害
を

理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
合
理
的
配
慮
を
怠
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速

や
か
に
、
こ
れ
ら
を
是
正
す
る
措
置
の
実
施
又
は
指
示
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

監
督
者
は
、
前
二
項
の
ほ
か
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
懲
戒
処
分
）

第
九
条　

職
員
が
、
障
害
者
に
対
し
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
障
害
を
理
由
と
す
る
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
、
合
理
的
配
慮
を
著
し
く
怠
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

是
正
す
る
た
め
当
該
職
員
の
監
督
者
が
行
っ
た
指
示
指
導
に
従
わ
ず
、
な
お
態
度
を
改
め
な
い
と
き

は
、
当
該
職
員
は
懲
戒
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

 

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規

則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
の
項
中

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

」
を

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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訓
　
　
　
令

○
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

 

（
障
害
者
福
祉
課
）…

…
…
…
…

一

　
　
　
　

人
事
委
員
会

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

 

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）…

…
…
…
…

三

　
福
岡
県
訓
令
第
一
号

　

本　
　

庁　
　

　

出
先
機
関　
　

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
訓
令
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
県
職
員
に
よ

る
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
解
消
の
取
組
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

　

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
訓
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

障
害
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
機

能
の
障
害
（
以
下
「
障
害
」
と
総
称
す
る
。
）
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
の

相
互
作
用
に
よ
り
、
暮
ら
し
に
く
く
、
生
き
に
く
い
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
を
い
う
。

二　

社
会
的
障
壁　

障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な

る
よ
う
な
、
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
を
い
う
。

　

（
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
）

第
三
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
、
障
害
を
理
由
と
し
て

、
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
障
害
者
の
権
利
利
益
を

侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
）

第
四
条　

職
員
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
が
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
を
必
要
と
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
の
必
要
か

つ
合
理
的
な
配
慮
（
以
下
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
。
）
を
誠
実
に
行
い
、
そ
の
社
会
的
障
壁
の
除

去
に
可
能
な
限
り
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

２　

県
は
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
的
確
に
行
う
た
め
、
自
ら
設
置
す
る
施
設
の
構
造
の
改
善
及
び
設

備
の
整
備
、
関
係
職
員
に
対
す
る
研
修
そ
の
他
の
必
要
な
環
境
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
３　

県
及
び
職
員
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
合
理
的
配
慮
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
権
利
利

益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
合
理
的
配
慮
の
留
意
事
項
）

第
五
条　

職
員
は
、
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
の
意
見
を
聞
き
、
対
話
に
よ
る
相
互
理

解
を
通
じ
て
、
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
で
、
代
替
措
置
の
選
択
も
含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

合
理
的
配
慮
は
、
県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
に

同
等
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
が
行
う
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内

容
又
は
機
能
の
本
質
的
な
変
更
に
は
及
ば
な
い
。

３　

職
員
は
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
素
を
考
慮

し
、
具
体
的
場
面
及
び
状
況
に
応
じ
て
、
客
観
的
か
つ
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

事
務
又
は
事
業
へ
の
影
響
の
程
度
（
事
務
又
は
事
業
の
目
的
、
内
容
又
は
機
能
を
損
な
う
か
否

か
）

二　

物
理
的
若
し
く
は
技
術
的
制
約
又
は
人
的
若
し
く
は
体
制
上
の
制
約
を
考
慮
し
た
実
現
可
能
性

の
程
度

三　

費
用
又
は
負
担
の
程
度

４　

職
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
障
害
者
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
説
明
し
、
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５　

県
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
業
務
を
事
業
者
に
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
委
託
の
条
件
に
、
こ
の
訓
令
を
踏
ま
え
た
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
盛
り
込
む
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６　

県
は
、
障
害
種
別
ご
と
の
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
並
び
に
ポ
イ
ン
ト
及
び
事
例
を
別
に
定
め
て
例

示
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
職
員
が
合
理
的
配
慮
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
例
の
み
に
限

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
事
例
を
踏
ま
え
、
障
害
者
の
性
別
、
年
齢
及
び
障
害
の
状
態
に
応
じ

て
、
柔
軟
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
研
修
及
び
啓
発
）

第
六
条　

県
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、
職
員
に
対
し
、
必
要
な
研

修
及
び
啓
発
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
に
規
定
す
る
研
修
は
、
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
は
基
本
的
な
事
項
、
新
た
に
監

督
者
（
職
員
の
う
ち
、
部
下
の
職
員
を
管
理
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
職
員
で
、
係
長
又
は
係
長
相
当

職
以
上
の
職
に
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
な
っ
た
職
員
に
対
し
て
は
求
め
ら
れ
る
役
割
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

３　

県
は
、
職
員
に
対
し
、
障
害
の
特
性
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
障
害
者
へ
適
切
に
対
応
す
る
た

め
に
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
識
の
啓
発
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

（
相
談
体
制
の
整
備
）

第
七
条　

県
は
、
職
員
に
よ
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
の
相
談
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課
に
相
談
窓
口
を
置
く

。
２　

前
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
性
別
、
年
齢
、
状
態
等
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
対
面
の
ほ
か
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
に
加
え
、
筆
談
、
要
約
筆

記
、
手
話
な
ど
障
害
者
が
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
際
に
必
要
と
な
る
多
様
な
手
段

を
可
能
な
範
囲
で
用
意
し
て
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ

つ
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
が
組
織
す
る
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
を
通

じ
て
、
関
係
者
間
で
情
報
共
有
を
図
る
も
の
と
す
る
。

４　

県
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
充
実
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
監
督
者
の
責
務
）

第
八
条　

監
督
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
環

境
の
整
備
を
図
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一　

部
下
の
職
員
に
対
す
る
日
常
の
執
務
を
通
じ
た
指
導
に
よ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
に
関
し
、
当
該
職
員
の
注
意
を
喚
起
し
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
認
識
を

深
め
さ
せ
る
こ
と
。

二　

障
害
者
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
合
理
的
配
慮
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
相

談
又
は
苦
情
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
迅
速
に
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
。

三　

合
理
的
配
慮
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
部
下
の
職
員
に
対
し
て
、
合
理
的

配
慮
を
適
切
に
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

２　

監
督
者
は
、
部
下
の
職
員
が
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
障
害
者
に
対
し
障
害
を

理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
合
理
的
配
慮
を
怠
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
速

や
か
に
、
こ
れ
ら
を
是
正
す
る
措
置
の
実
施
又
は
指
示
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

監
督
者
は
、
前
二
項
の
ほ
か
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
お
い

て
は
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
懲
戒
処
分
）

第
九
条　

職
員
が
、
障
害
者
に
対
し
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に
当
た
り
障
害
を
理
由
と
す
る
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
を
行
い
、
又
は
、
合
理
的
配
慮
を
著
し
く
怠
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

是
正
す
る
た
め
当
該
職
員
の
監
督
者
が
行
っ
た
指
示
指
導
に
従
わ
ず
、
な
お
態
度
を
改
め
な
い
と
き

は
、
当
該
職
員
は
懲
戒
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

 

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
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簑　
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孝　

行　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

　
　
　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
福
岡
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規

則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
の
項
中

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

」
を

「
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会


